
主催／高津川 SEA TO SUMMIT 実行委員会（事務局・株式会社モンベル、地元事務局・高津川大学）
後援／島根県、益田市、津和野町、吉賀町

KAYAK 6km BIKE 35km HIKE 10km

開催場所：島根県高津川流域 益田市・津和野町・吉賀町
　　　　　 （モンベル フレンドリバー高津川）
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　高津川シートゥーサミットも回を重ねて第 3 回大会となりました。これ
もひとえに参加者と地元実行委員会の皆様方の熱意と努力によるものです。
そしてそれを支援くださる地元自治体および団体、さらに協賛企業のご協
力の賜物と感謝申し上げます。
　昨年の 3・11 大震災。並々ならない人々の努力とともに、多くの被災地
が復興への力強い前進を遂げて来ました。その一方で、いまだに放射線の
脅威に生活を奪われた被災者の皆さんの受難の生活が続いていることを思
えば、真の復興へのその道のりは遥か彼方、その出口の光明すら見えません。
人々を生かし、育み、恵みを与えてきたこのかけがえのない大自然を、守
ることの大切さを痛感します。
海・里・山―。
　「シートゥーサミット」は人力だけで海から頂上を目指し、大自然を全身
で感じながら汗をかき、人と自然のかかわり方のあるべき姿を改めて考え
る、そんな時間を皆さんと共有したいと思います。そしてその熱いメッセ
ージを被災地に届けたいと願います。

SEA TO SUMMIT
連絡協議会理事長

モンベルグループ代表

辰野 勇

島根県知事  溝口 善兵衛

　「高津川SEA TO SUMMIT 2012」に
参加される皆様を、心より歓迎申し上げ
ます。
高津川での開催は、本年で3回目となり
ます。昨年は県内外から170名の皆様の
参加があり、高津川流域の豊かな自然を
楽しんでいただきました。
　8月に国土交通省から発表されました
全国の1級河川の平成23年水質ランキングによりますと、高
津川は昨年に引き続き「水質日本一」となりました。高津川
は古くから流域の人々の暮らしと深く関わってきた川であ
り、現在もアユやハマグリをはじめ多くの恵みをもたらして
くれます。流域では、さらなる水質の向上に向けて、多くの住
民の皆様が河川浄化などに熱心に取り組んでおられます。
　「SEA TO SUMMIT」は水の流れを遡り、海から山へと進
む中で、自然の循環を考える環境イベントです。高津川は、
このイベントを開催する場所としてふさわしく、参加され
る皆様には自然との一体感を感じていただけると思います。
　さて、島根県では、11月11日まで出雲大社周辺を主会場
に県内全域で「神話博しまね」を開催しております。これは
本年が、日本最古の歴史書「古事記」が編纂されて1300年を
迎えることを記念するものです。この機会に、古事記の神話
の舞台となっている県内各地で、古(いにしえ)から受け継が
れた伝統文化や歴史、豊かな自然など島根の魅力を体感し
ていただければ幸いです。
　皆様の島根へのお越しを心よりお待ちしています。

　「高津川SEA TO SUMMIT 2012」
の開催にあたり、高津川流域の自治
体１市２町を代表しまして、一言ご
挨拶申し上げます。
　皆様、ようこそ清流日本一の高津
川へお越しくださいました。全国各
地からご参加いただきました皆様を、
流域自治体を代表して心より歓迎い
たします。　
　さて、高津川の魅力といたしましては、もちろん豊か
な自然環境をあげることができますが、この清流に育ま
れた流域各地の文化にもぜひ注目して頂ければと思い
ます。
　吉賀町の「大蛇ヶ池」を水源とする高津川は、城下町を
流れる「津和野川」や広葉樹に囲まれ縄文遺跡が数多く
残る「匹見川」など、多くの支流と合流し日本海へ注がれ
ます。それぞれの支流に高津川の素晴らしい景観があり、
人々の暮らしがあり、鮎やモクズガニを代表とした食文
化もあります。
　本日お越しの皆様には、今回に限らず折に触れて何度
でも水質日本一の高津川に足を運んでいただき、ぜひと
も新たな出会いや発見をして頂ければ幸いです。そして
皆様からも愛される川・愛される地域になることができ
れば、流域住民のひとりとして大変有難く思います。　
　最後に、今大会に参加された皆様全員が完走をされま
すようにご祈念申し上げ、歓迎のご挨拶といたします。

益田地区広域市町村圏事務組合
代表理事 (益田市長)　　　　　 　　 山本 浩章
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高津川 SEA TO SUMMIT® 2012

開 催 要 綱
高津川 SEA TO SUMMIT 実行委員会（事務局・株式会社モンベル、地元事務局・高津川大学）

島根県、益田市、津和野町、吉賀町

株式会社モンベル、サントリー食品インターナショナル株式会社、
日本ゴア株式会社、トヨタ自動車株式会社、ウィングキャリー、
日本ヒューレット・パッカード株式会社、株式会社ジュンテンドー、
株式会社ロブテックス、大山ハム株式会社、株式会社オージーケーカブト、
株式会社キャットアイ、アリスト販売株式会社、ウィルダネスシステムズ、
ゴールゼロ、キャメルバック、Sun Company、ジェットボイル、ハイギア、
海快晴（株式会社サーフレジェンド）

2012年 9月29日●土  9月30日●祝

9月29日　道の駅 シルクウェイにちはら（雨天決行）
9月30日　高津川河口（スタート）、エコビレッジかきのきむら（表彰式・閉会式、雨天決行）
川のステージ［カヤック］高津川河口 ～ 飯田角井大橋下　約6km
里のステージ［自転車］飯田角井大橋下 ～ 道の駅 シルクウェイにちはら 

      ～ 左
さ ぶ み

鐙小学校 ～ 杣
そま

の里よこみち　約35km

山のステージ［ハイク］杣
そま

の里よこみち ～ 奥谷登山口駐車場 ～ 安
あ ぞ う じ

蔵寺山頂上　約10km　
※天候およびコースの状況により変更になる場合があります。

100組（※エントリー受付は終了しております。）

シングルの部 ： ￥15,000（税込）／チームの部 ： ￥9,000×人数（税込）　 環境保全協力金¥500を含む

●健康な方で、参加者全員分のカヤック装備（パドル/ライフジャケットを含む）、自転車装備（ヘルメットを含
む）、水分補給のための給水用装備（ハイドレーション・システムなど）を用意できる方

●シングルの部：高校生以上の方、チームの部：中学生以上の方
●大会事務局より大会参加承認を受けた方
　※病弱、心臓に障害のある方は参加できません。 ※高校生以下の参加には保護者の同意が必要です。 ※年齢は大会当日を基準とします。

・12:00までに杣の里よこみち（約45km地点）
・13:00までに奥谷登山口駐車場（約50km地点） 
・14:00までに登山道途中の確認ポイント（約52km地点）を通過すること
※詳しくは、次ページの地図をご覧下さい。

主　　催

後　　援

協　　賛

大会期日

会　　場

定　　員

参 加 費

参加資格

日　　程

　

　

制限時間

9月29日●土

11：00～13:30    大会受付

13：30～　　  　開会式

14：00～             環境シンポジウム

16：00～             大会説明

16：15～             前夜祭ライブ

18:00～20：00　カヤック、自転車搬入
                    　 ※20:00以降の搬入は行っておりません。
             　　                20：00以降となる場合は、翌日30日に行ってください。

9月30日●日

 4：00～     自転車搬入

 4：30～     カヤック搬入

 5：30～     大会スタート※カヤックスタートは6:00です。

12：00～     イベント会場オープン

14：00～     応援イベントスタート

16：00～     表彰式・閉会式・

　　　　　 参加者集合写真撮影

17：30        終了
※天候およびコースの状況により変更になる場合があります。

【会場】 道の駅 シルクウェイにちはら

【会場】 高津川河口・飯田角井大橋下

【会場】 飯田角井大橋下

【会場】 高津川河口

【会場】 エコビレッジかきのきむら
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高津川の豊かな自然と澄んだ美しい空気を満喫しながら充
実したひと時を過ごされますよう、サントリーも応援してい
ます！

総合アウトドアメーカー。「Function is beauty」と「Light & 
Fast」をコンセプトに高機能登山用品とアウトドア用品全般
の開発・製造・卸・販売を行っております。

株式会社モンベル
http://www.montbell.jp/

サントリー食品インターナショナル株式会社
http://www.suntory.co.jp/

大山ハム株式会社
http://www.daisenham.co.jp/

2011年ドイツ農業協会主催国際品質競技会７年連続金賞受
賞の「カントリーロースト」を中心に、自然の恵みをいっぱい
に受けたハム・ソーセージ・ベーコンを食卓にお届けします。

「ウイングキャリー」は動力を使ってカヤックを自動車の屋根に積み
込む、カヤックオーナーにお勧めの最新型キャリアです。展示する
モンベルオリジナル・トヨタランドクルーザーに搭載しております。

ウイングキャリー
http://wingcarry.com/

日本HPは、SEA TO SUMMITを応援します。環境にやさしいHP Latex
インクを搭載した大判プリンターで、大会バナーをプリントするなど、
販促物のご提供を通じてイベントをサポートさせていただきます。

日本ヒューレット・パッカード株式会社
http://www.hp.com/jp

協 賛 団 体（ 順 不 同 ）

高津川  SEA  TO  SUMMIT® 2012

株式会社オージーケーカブト
http://www.ogkhelmet.com/

大自然への挑戦！人力のみで走破していくSEA TO SUMMITは自分自身
への挑戦でもあると思います。またチームで参加される方々は仲間と助け
合い1人では越えられない所も助け合い完走をめざして頑張ってください。

ウィルダネスシステムズ
http://www.wildernesssystems.com/

アメリカのカヤックブランド。シットオンカヤック、フィッシング
カヤック、ツーリングカヤックに至るまで最高の素材を使用し、よ
り良いパフォーマンスを発揮する製品づくりにこだわっています。

京都大学防災研究所との共同研究により独自気象解析システムを
開発し、企業や個人向けに高精細な情報を提供。また、「マリンウェザ
ー海快晴」により安全で安心した海の環境づくりに貢献しています。

海快晴（株式会社サーフレジェンド）
http://pc.umikaisei.jp/

高度計、気圧計、コンパスなどを搭載したアウトドア愛好家
のための高機能ウォッチを製造するアメリカの企業。

ハイギア
http://www.highgear.com/

GOAL ZEROはアウトドアシーンで使える革新的なソーラ
ーパワーシステム製品を提供する米国のメーカーです。

ゴールゼロ
http://www.goalzero.com/

アメリカで数多くの賞をおさめた、保温クッカーと熱効率の
高いストーブがセットになった簡単便利なアウトドア用調
理器具です。

ジェットボイル
http://www.jetboil.com/



身体を常にドライで快適に保つゴアテックス®プロダクト
（製品）は世界中のアウトドア・シーンで、揺るぎない信頼と
実績を確立しています。

日本ゴア株式会社
http://www.gore-tex.jp/

鳥取県に工場をもつ、エビ印工具のロブテックスです。日本で初めてモンキレ
ンチを製造し、今年で124年目をむかえます。高津川 SEA TO SUMMITを第
一回から応援しております。参加者の皆さんの完走と無事を祈っております。

株式会社ロブテックス
http://www.lobtex.co.jp/

トヨタ自動車株式会社は、スポーツ活動への協賛を通じて、
人類の未来に向けて私達一人ひとりが共に支え合う豊かな
社会作りへの貢献を目指しています。

トヨタ自動車株式会社
http://toyota.jp/landcruiser/

協 賛 団 体（ 順 不 同 ）

高津川  SEA  TO  SUMMIT® 2012

高津川大学、しまねシーカヤックスクール、益田サイクリングサークル、
にちはら自然の会、杣の里よこみち、株式会社石西社、

NPO法人エコビレッジかきのきむら、清流高津川日本一を祝う会、
マルシェ高津川コンソーシアム、株式会社モンベル

実行委員会

株式会社キャットアイ
http://www.cateye.co.jp

自転車用のリフレクターや、走行データ・心拍などを計測す
るサイクロコンピュータの他、LEDを照明に採用するなど自
転車の進化に貢献している開発型製造メーカーです。

クエン酸サイクルに基づき開発された10年以上の実績を誇る、回
復系飲料のロングセラー。1ℓで梅干し約12個分のクエン酸とア
ミノ酸、ビタミン、ミネラルなど40種類の成分を配合しています。

アリスト販売株式会社
http://www.arist.co.jp/

20年近くにわたり、ハイドレーションシステム技術の最先
端を担ってきたブランド。ハイドレーションシステムの世界
NO．1ブランドとして広く知られています。

キャメルバック
http://www.camelbak.com/

アウトドアの中で役立つ斬新なアイデアを持った小物を、
1971年から次々と世に送り出しているユニークなアクセサ
リーメーカー。

Sun Company
http://www.suncompany.net/

当社は「地方都市、中山間地、離島のなくてはならないインフラになろう」を志し、
中国、近畿地方において、ホ－ムセンタ－、ドラッグストア、ブックセンタ－を運営
しております。高津川水系の自然と親しんで、楽しいひと時をすごしてください。

株式会社ジュンテンドー
http://www.juntendo.co.jp/

協力団体
美濃商工会青年部、津和野町商工会青年部、吉賀町商工会青年部、

益田市観光協会、美都町特産観光協会、匹見町観光協会、津和野町観光協会、
吉賀町観光協会、漁業協同組合JFしまね、高津川漁業協同組合、
NPO法人アンダンテ21、高津川フレンドリバー協議会
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SEA TO SUMMIT 連絡協議会 事務局 （株式会社モンベル 広報部内）

16：00～16：15　大会説明

環境シンポジウム 参加無料 9月29日●土
場所：道の駅 シルクウェイにちはら

会場案内・アクセス 
◎閉会式（表彰式）、販売（地元特産品、飲料）

　【会場】エコビレッジ
　　    かきのきむら

・中国自動車道・六日市ICから国道187号線を益田
市方面へ約18km

・益田市から国道9号線、国道187号線を吉賀町方
面へ約40km

（出演：山根万理奈）

16：15～17：00　前夜祭ライブ

◎大会スタート地点
　【会場】高津川河口（左岸）

・浜田自動車道・浜田ICから国道9号線
を益田市方面へ約45km

・中国自動車道・六日市ICから国道187
号線、国道9号線を益田市方面へ約
58km

◎開会式、環境シンポジウム
　【会場】道の駅
　　 シルクウェイにらはら

・浜田自動車道・浜田ICから国道9号線
を津和野町方面へ約60km

・中国自動車道・六日市ICから国道187号
線、国道9号線を益田市方面へ約39km

15：15～16：00　パネルディスカッション「海・里・森のつながりを考える」
【パネリスト】 畠山重篤（NPO 法人 森は海の恋人 理事長）・天野礼子（作家・アウトドアライター）

【モデレーター】 辰野 勇（モンベルグループ代表）

天野 礼子
1953年、京都市生まれ。
同志社大学在学中に釣りを始め、「ノータリンクラブ」に入会。
1988年、長良川河口堰建設に反対を立ち上げ“日本の川”に警鐘を鳴らす。
2008年7月、養老孟司、C.W.ニコルらと「日本に健全な森をつくり直す委
員会」を結成。高津川流域での「森里海連環学」を広める活動も行っている。

辰野 勇

1947年　大阪府堺市生まれ。
1969年　アイガー北壁日本人第二登を果たす。
1975年　株式会社モンベルを設立。
2007年　代表取締役会長就任。

※30日 (日 )は14:00より閉会式会場
　にて応援ライブを開催します。

畠山重篤（NPO法人 森は海の恋人 理事長）
14：00～15：00 基調講演「森は海の恋人 フォレストヒーローへの道」

　2012年2月、カキ養殖家・畠山重篤は、国連森林フォーラムより、森林保護に貢献した世
界の6人「フォレストヒーローズ」に選出され、ニューヨークの国連本部で表彰を受けた。ど
うして、海の男が「森林の英雄」に？　森には3つある。山の森・海の森・心の森。それを教
えてくれたのはカキだった。巨大津波に襲われた大震災から1年。フォレストヒーローズの道
は、東北再生のみならず、日本、そして、地球の再生への道につながっています。

1943年中国上海生まれ。京都大学
フィールド科学教育研究センター
社会連携教授。高校卒業後、牡蠣、帆
立の養殖に従事する。
家業のかたわら「森は海の恋人」を
合言葉に、気仙沼湾に注ぐ大川上流
部へ植樹活動を続ける。

島根県松江市出身のシンガーソングライター。島根県立大
学在学中に、YouTubeへ弾き語りの動画を配信。顔を出さず
にギターを弾いて歌う姿が評判となり、再生回数は400万
回を超える。2011年7月ワーナーミュージックジャパンより
メジャーデビュー。2012年3月島根県知事より「遣島使」を
委嘱され、島根県のPR活動にも力を入れている。2012年4
月アルバム「空な色」を発売。その後、全国16カ所をツアー。

山根万理奈 島根県松江市出身。関
西を中心にタレント・
モデルとして活動中。
高校時代には、登山部
に所属。現在もタレン

ト活動の合間、休暇には友人達と登山に
出かける事も。昨年に続き、今年も「高津
川SEA TO SUMMIT 2012」に参加でき
るのを楽しみにしています。
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